






































































■長期的な河床変動の状況について精査した。

20年後、40年後のアサザ保全池内の土砂堆積は、上流側でそれぞれ50cm、100cm程度が確認された。下流側につ
いては、大きな堆積は見られなかった。

初期の水深は最大2.3m程度であり、40年後には水深が1.3m程度となる。一方、アサザの生育範囲の水深は0.5m～
1.0mであること、また、ランナーを伸ばし繁殖することを踏まえると、生育に問題は生じないと判断する。
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長期的な河床変状状況

20年後の河床変動高
（20年後河床高－初期河床高）

最大50cm程度堆積 最大100cm程度堆積

40年後の河床変動高
（40年後河床高－初期河床高）

２-２．アサザの生育環境の保全 (3)指摘事項への対応
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指摘事項

もう少し長いスパンで検討が必要。
















































